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登壇 

 

田川：皆様こんにちは、代表取締役の田川です。本日はお忙しい中、決算説明会にご参加いただき

まして、誠にありがとうございます。2025 年 10 月期の上期の業績結果についてご説明させていた

だきます。 
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上期の業績ハイライトについて、ご説明させていただきます。 

売上高は 171 億 9,500 万と、前年同期比 26.9%の増収となりました。直営店の年間出店目標の賃貸

借契約は締結済みであり、出店は順調に進捗しています。 

営業利益は 15 億 4,700 万で、前年同期比 0.1%の増益となりました。1 月に大幅な賃上げを実施し

た上で、キャストからの正社員登用を進めるなど、人材確保を図りました。 

キャベツ、米などの原材料の高騰に関しては、3 月に緊急で価格改定を実施いたしました。 

また、人件費に関しては、シフト配置が一部過剰となっておりコストがかさんでおりましたが、4

月より適正なシフト設定を行うように対応いたしました。 

原価・人件費ともに想定外のコストに対する改善策の効果は出ており、上期の出遅れを下期でキャ

ッチアップし、通期での計画達成を目指しています。 
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こちらのスライドでは、上期の KPI をまとめています。 

国内直営店の既存店売上は 107.8%と、年間目標を上回る水準で進捗しています。直営店、プロデ

ュース店の新規出店はともに 21 店舗と、概ね計画どおりの進捗です。 

退職率は 12.5%と大幅に改善しており、人材確保が進んでいます。 
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2 クォーター単体の営業利益は、一過性費用を除いて前年同期比 129.5%、一過性費用込みでも

121.3%の増益となりました。想定外のコスト上昇に対して、2 クォーターの途中から適切にコント

ロールでき、2 クォーター単体としては良好な結果と、捉えています。 
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上期累計では、食材や人件費コスト上昇により値上げによる増益効果を上回るコストが発生し、計

画を下回る着地となりました。ただし、改善策に手応えを感じており、下期での挽回を見込んでい

ます。 
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原材料の高騰への対応についてです。 

米の価格は依然として高値で推移しています。今後の見通しもまだ不透明です。キャベツは、主要

産地での猛暑や天候不良により平年比で約 3 倍まで高騰しましたが、4 月以降は春キャベツが出回

り、価格は落ち着いております。 
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昨年夏ごろより、社員の労働負荷を下げ、人材確保を図るためにキャストシフトを充実させまし

た。しかし、シフトを売上ベースで設定したことで、必要以上の人員配置を行っていました。4 月

からは、シフトの設定を客数ベースに変更したことで、適正なシフトの店舗運営ができておりま

す。 
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当期は改装をコントロールして平準化して行うことができており、改装休業の前年同期比の影響は

2 クォーター以降でプラス寄与に転じる見込みです。新店は、年間出店分の賃貸借契約が済んでお

り、概ね順調に出店できていると考えています。 
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1 店舗当たりの平均月商は価格改定しても来客数を維持できており、過去最高を更新し続けており

ます。価格を改定してもたくさんのお客様に来ていただけるように、QSCA を今後も継続的に高め

ていきたいと考えています。 
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海外に関しては、まだ収益の柱にはなっておりませんが、今後の成長の種まきを行っております。 
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中計の出店目標を達成するべく、採用強化、離職防止の両面から人材獲得を進めています。 

決算概要につきましてはスライドのとおりですので、ご説明は割愛させていただきます。 

上期の決算のご説明は以上となりますが、今後も短期的な成長や利益を追うのではなく、おいしい

ラーメンを世界中に届けることで持続的に成長を続け、皆様のご期待にも応えていきたいと考えて

います。 

ご清聴ありがとうございました。 


